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ラ ワ 語 音 韻 論 の 研 究

谷 恭 之

StudiesintheLawaPhonology
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YasuyukiM l･rAN-

Afterades(:rlptlOnOfI)honeti(､detailsofthreediale(.,tsofI.awa,1.e.BoLuang,
UmphaiandMacSariang,intheframeworkoft̀ax()nomi(二Ph()nemics,'Severalproblems

ヽ
arediscussedintheframeworkof'generativephonology.

Inthoselanguages,likeLaWa,Whichhavenooronlyasmallscaleofmorpho-

phonologlealalternations,ltwouldbenaturaltoconsiderthattheminimizationofthe

numberoffeaturestobespecifiedinthelexicalrepresentationsistheonlyorthemajor

ground todeterminetheunderlying phono10glealrepresentationsoflexi(､alitems. It

can beshown,however,that,incertain cases,suchrepresentationsasdeterminedin

thiswaydonotexpressintuitivelyCorrectunderlylngforms.

TheauthorproposesaconditiononTheform ofgrammarsinthefollowlng Way.

The p̀honologlCalgrammar'ofalanguage(､OnsistsofthephonologlCalbasecomponent

togeneratetheautonomousphonemicrepresentationsofwordsandthephoneticrule

componenttOCOnVertthem intothepholleti(Irepresentations;theFormercomponent,ln

itsturn, (･Onsistsofthephonemeinventorylnitsminimalschema,thecanoni(･alform,.
;lnd thesele(､tionalcond]'tionswhi(､h a(rtasafiltertosortoutthesetofadmissible

featurematricesfr()lnthesetofa一lpossiblematricesobtainedbyreplacingthesegments

ofthecanonicalformI,yphonemL･Sn()ndistinctfrom them･ SuchphonologlCalgrammar

isdeterminedforeachltlnguageI)yminimizing,undercertainconditionsonthephon0-

10g】calgrammaritself,thecomr)lexltyofthet)LtSet･OmpOnent. And,】tisproposedthat.

besidesKiparsky'salternationcondition,a,､onditi()nistobeimposedongrammars:the

word-levelphonology ofagr∈lmmarmustCOntain.asasubcomponent,the phonetic

ruleComponentasdefinedinthephonol叩ICalgrammiLr･

は じ め に

本稿の目的は二つある｡一つは,ラワ譜の音題が呉体的にどU)ような首)日学的特徴をもつか

を記述することであって,それは第1草においてなされている｡もう一つは,そのような質料

にもとづいてラワ語の洋親体系を召:戒 昔 /砧論的に論じようとする際に/I:.ずる問題点を指摘 し,

それを解決するために,もともと肘戊音fT･n論がそのアンチテーゼとしてliけ邑したところの構造

言語学的な音素諭を,いささか異なった形ではあるが自律 的な音素論としての本質を揖うこと
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三谷 :ラワ譜音馳論の研究

なしに,生成首拙論の申に組み入れることを捉案することである｡第2草と第3章がこUj目的

に当てられている｡取り上げた問題は,ラワ語という特殊な言語の,しかも,ごく限られた問

題であるが,議論自体は一般的な性格を持つもo)である｡

Ⅰ 音 声 学 的 記 述

ラワ語o)生成音韻論を展開するに先立って, まず, いわゆる "汀素表記"(phonemictran-

scription)とその読み方という形で, ラワ語における晋声学的な事実を1胴 L=ノておこう｡ 晋素

表記を用いたのは,構造言語学的な音素の概念が"文法"に属する概念として有効であることを

主張するためではなくて,表面的ではあるにせよそれが音韻構造の予備的分析を与える簡便な

方法であるという便lrl上の理由による0

1.1. F■摘了の構成

ラワ語における"音拙句な語"(phonologicalword),すなわち, 強勢や昔調を考えなければ

その連続が"音臨論的に文法的な又"となるような最小の音韻形式は,原則として次のような型

で構成されている｡

(1) (C4V4)C1(C2)Vl(V2)(V3)(C3)

Cは子音音素,Vは母音音素,( )はその中の首素がある場合とない場合とがあることを示 し

ている｡

C4V4を副音節 (minorsyllable),残りを_t･-.Ll:lrlliTJ-(majorsyllable),CI(C2)を声母 (initial),

Vl(V2)(V3)(C3)を親母(rhyme),Vl(V2)を韻腹 (nucleus),V3を介音 (glide),C3を融尾 (hal)

と,それぞれ, 呼ぶことにする｡次に,これらの成分の位闘 こ実際どのような音素あるいは音

素結合が立ちうるか,また,それらがどのような音価を持つか検討してみよう｡

I.2.声母

声母の位rF封こ＼Tr一 昔素および音素結合は次uj通り｡

(i)ボールワン方 言(li)

(]:I I/) ン/'J ′///, ′′/ I;I′′/ ノJ′/ ∫.. /

･ ,/, ,,/ ′′′′ ′′ /"/ つ′′ ､､ 侵'/), i

E, nj a /zh I, P y

/. L･// II.i･[]//IJ 旬
/i
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CIC2: 21 hZ 血,

- 2/?r - hhr

mbZ mar ogl ogr

(ii)ウンパイ方言 (U)

C1.･P Ph Pb mb m hm Pm ze,f

/ ///- I/(/ )/ ///I P//

c CA nj n /l苑 Ph

h A/i Dg D /zo Po
フ

(:1C2.･21 1)r A/ Ar

♪/// p/"･ A/// A/"I

mbZ mar Dgl ogr

(iii)メ-サ リアン方言(M)

('L:′ P//つ/,′′7/,J′/

/ t/l- 71d〝

ど

Tわe
っ
･

(I// ?i

hh og a

CIC2:21

//// Jh//_l･

hZ

川

〃

-カ川
J〃

川

〃

,乃

ク

へノ
ク

コ.

つ.

j･//1･

･ f;' /1;:,I :;'lJ

l･?.t･

/

∫

i;

1ノ

γ-

-〟

/ /// )/

mb/ ma.1′ Z7g/ D.V ･

各音素記号が表わす音価の概略は次の通 りである｡ただ し,説明の必要のないものについて

は省略する｡

(1)PbPdPm Pn等--･rJTJJ声門化汀(1)reglottalized).

(2)mbndhjDg

(a)副音節oj母音の虐後では,調音位置が等 しい鼻音プラス有ノ眉間鎖音 :例,≠ljoB.Pambαm

ド?amba:m],U･rambom[rambo:m],M.γambom[苫∂mbo:m].

(b)(先行する主音節に属する)鼻子音の蹟後では,単なる有J!昭･]鎖音 :例 や子供'713.huan･

ndαuつ[kL19nda･甘?],U.M.huan･ndoPlku至ndo?].

(C)それ以外oj瑞境では,前鼻音化 (prenasLllized)有ノ冊･聞i昔:≠忘れる〃lう.U.mbz'a｢nlbi:9],

M･mbuai[mbu:El･また, (b)の環境においても,鼻 首とこれ らの "音素"との間に開放連接

(openjuncture)があるときは, 前鼻音化昔となる:≠4匹の罵〝li一paZDmbrαD,U.Pau7i
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三谷 :ラワ語音細論の研究

mbr30,M･Paunm砂30卜mb-].

(3)hm hnAf等--=無声音と考えてよい｡

(4)ZeJ---(a)Zli'uの前では,｢Ⅴ];(b)それ以外では,回 .

1.3.禍母

親母の成分である韻腹 ･介音 ･観尾の間には結合関係の体系的な制約があって,それをどう

説明するかがラワ語音韻論の一つのポイントになるから,ここで各方言について観母の全表を

掲げたらよいのであるが,いたずらに紙幅を取るので省略する｡別稿の資料において語薬を祖

榔 こよって分類 しておいたのでそれを 参照していただきたい｡1'ここではそれらの成分につい

て別々に記述 しておく｡

1.3.1.韻腹 (主核甘首)

鶴腹の位掛 こ立つ音素および音素結合は次の通り.

(i)ボ-ルワンノ了言 (Ii)

Vl: i Z u VJV2: 2'a ia ua

a I)
∂

S .?

a a

ea Oa

(ii)ウンパイ方言 (U)およびメ-サ リアン方言 (M)

Vl: Z i u T′lV2: Za Za ua

C I? O

E a 0

これらの母音および二重母音の音価は概略次のようなものである｡

(1)用音の長さ

a)主音節が CJVl型の音節である場合,すなわち,V2V3C3がない場合は,常に Vlが長母
音[Ⅴ:]となる (1.4副音節参照). 例.B.,U.,M.≠28/aPalla?a:].

b)それ以外の音節では,それが呼気段落 (breath-group)の最終音節である場合 Vlが長め

られて全長 [Ⅴ:]又は半長[Ⅴ･]となり, それ以外では長められない｡ 全長と半長の差異は相対

的なもので区別が難 しいが,一応次のように定まっているものとしておく.すなわち,Vlの後

(V2V3C3)が (音声的に)ただ一つであってそれが響鳴音 (sonorant)又は∫である場合は Vlが

1) 三谷恭之 ｢ラワ語語桑資料｣『東南アジア研究』10巻1号 (1()72＼,pp.13ト168.
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東南アジア研究 10巻2号

全長,それ以外では V日が半長となる｡例,≠3''13･Za>oZ'lla70:9],U･ZaPuall∂?u:aJ,M･

/apuaz'[l∂?u:EJ,≠手かB･/az'P[ta'i?]U･M･teP[te･?]･

(2)13.E,a,ea

a)これらの母音が(1)の条件により全長 (又は半長)であって,鼻子音,又は Ia-の先行 し

ない声門音 (P,A)の直後にあるときは,一般に鼻母音 [6],[勘 [昌Aa]～rlg]となる｡特に,この

環境におけるa2'Pは 恒?〕となるO例,や1,7JL:3'jPE[?6:],や顔'772a｢n&:],≠取る〃Pea/7l?6車1]～

[骨gh],㍗I''･raL71alP[S∂13g･i?]･

t_')同じく長町音であって, 鼻音でない軟口蓋昔の直後のaは [ze],特に,az'Pは lei?]とな

る｡伊lj,≠魚〃AaPlk記･?],≠後''hha2'P[khE･i?]･

e)(1)の条件によって 甘音が長められていない場合にa)I))と同様の環境にあれば, 同様の

鼻音化 ･n蓋化が見られる場合と見られない場合がある｡その条件は網羅的には分かっていな

いので省略する｡俳 や両親'̂maPpidP[m晶71,や羽毛〃 hai'h∫az'毒[haikl (cf.≠毛 '̂ hai'A

｢h壷･ik]).

(I)それ11外の環境では,それぞれ,｢t]日~ヱ11,lt,gl･

(3)a a

介音2',左',uを伴なう場合は,lFl舌ないし後寄り前舌の半広母音(これを仮に[ヨ]で表わす),

それ以外では申 舌ないし後舌の半狭仁用で ある｡ ただし, I?uはそれが呼気段落の最終でない

音肺 こある時は, 異音として[6]が観察されることがある｡ 例, ≠豚'y/3Z'cll3･主C],≠尽きる〃

Pai'h[73.ik],≠雷〃n∂um mare?[n叩m-]～｢n6m｣,･や青色onam･93n卜ga:n].

(4)fi.),α

ll.0は通常の半広母音[〇]よりやや狭 く,I3.α は[3]よりやや広く柄の円味が少ない｡訂潮子

の恐れがない限りそれぞれ[〇],[α]で表わしておく｡

(5)i,♂((4)(3)の場合を除 く)

すべて,申告ないし後舌の母音｡誤解の恐れのない限り[i],la]で表わしておく｡

(6)二重母音

いわゆる"聞こえのピーク"(sonoritypeak)は常に第-要素にある (zla[i9],i'ali'?]など)0

第二要素aは,2'aC,uaC の場合,Cのいかんによってそれぞれ[至],[̂3]となることがあるが,

詳細は省略するo(なお,fi.eauノ,M.uaz●については1.3.2.介音を参照)

1.3.2.介音

介音(glidc)は,ボールワン方言およびメ-サリアン方言ではZ●,.;I,uの三つ,ウンパイ方言

では2',uの二つがある｡
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三谷 :ラワ語音髄論の研究

その昔価は次の通りである｡

(1)B･Z',i',u････-一般に,わたり音(glide)の [i](-[y]),｢i],匝](-=[W])である｡ただし,

(a)ク,0の直後にあって,後に ･̀,苑を伴わないg●ほ,回 :例,≠バナナ''?am,l'A[73m〇.Eh],≠3'r

/aPoi'[1∂70･_e];(b)eauPにおいてはau全体が [2]:例,≠猫 '̂meauP[mi ??]･

(2)U･t,u---一般にわたり音のLe],[9]である.だだし,(a)母音uの直後にあるか,また

は, C,苑の直前にあるl̀は,[主]:例,≠人〃phui[phu:主],≠終わる〟血 .[[h〇Y_ic]･(cf･≠有る〃

A,2'lk〇:_e],≠隼'̂raZib[ra,9Pl);(I,)aujO,a〟m におけるuは,[g]:例,≠飯〃Pal/2 [?a･gp]((､f.
≠焔'JraPeuP lra?e･9P])･

(3)M.Z●,i',a--I-拙 こ,わたり昔の[軒 [i],[9]であるo ただし,(a)ual-(C)においては

a2'全体が 圧]:例, ≠明るい 'yJbua2'/i[pu等h];(I))母7/-L'u,EOj的.1後 ((a)の場合を除 く)にある

か, azlc,az'元日こおけるZ■は [i]:例 ,≠人o PuZ●[pu･主],≠熊'!h勿EZ'h [khyEyih],≠寝る〃Pail

l?alic](cf･や有る'yA)2'lk〇:_e],≠草'yγaz'Jt･｢首a'EP];(C)au2,aum におけるuは [g];例 ,≠飯〃

Paup ｢?a'甘p](cf･≠上る〃hauノ‖~ha'Qkl)I
1.3.3.拙己

拙E=C3の位闘 こ1'rr)FLT･素は次o)通りo

C3: Jb / c A P

Jl/ )/ jI l]

､､･ lI

ただし,∫はウンパイ方言のみに見 られる｡音価について特に説明の必要はあるまい｡

1.4.刷音節

副音節の C4,V4の位lllllMHこ立つ音素は,王音節のC1,Vlに立ちうるものに限られているが,
逆に Cl,Vlの音素 のうちでどれが C4,V4となりどれがならないかということを 体系的に述

べることは難しい｡ただし,l'4は a,I,uo)いずれかに限られる｡実際に私の資料の小では,

れ,13.〆 -,ha--,ma--,Pi-;U･M.Pa,ha--がそれ自体接頭辞ないし文法的形態素であるは

か,ごく少数の語の音親形式に見出される剖音節がある (例.13.hu--,U./a 等)0

各音素の音価は一般に主音節における場合と同じであって,ただ,母音が常に弱 くかつ短い

とい う 点だけが異なっている｡特にaの音価は特定の環境で鼻音化 ･目蓋化されることもなく

常に弱短母音であって,(aと誤解される恐れのない限り)la]で表わす｡

なお,同じ(:V音節が二日用了であるか副音節であるか区別するために,必要に応じて "音韻

的な語"の切れ目を/･/で表わす｡例.≠7/'B.Pal/CA[?義:斗 U.Pa･lE∫Pa:1,M.Pa･ZEh
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[?a:1;≠戸'yB.Pam'bP[?a-],U.razeJ;-ap[r㌻],M.γazeJ;lap[苫a-](cf.≠両親''B.maPー?;.aP

｢m壷7-],U.mapPhl''ap｢ma71,M.mappi'ap｢ma71).

H 生 成 音 韻 論 的 考 察

2.i.加茂音鮎論

ラワ語のように,い わゆる形態音韻論的な交替に乏しい言語では,又音調など構文論的な情

報によって定まるような音声学的特徴を除けば, 形式素 (formative)の轟 音表現 (phonetic

representation)は大体一意的に定まる｡しかし,もし形式素の基底的な二ご用員表現すなわち体系

的音素表現 (systematicphonemicrepresentation)が音声表現に等しいものとするならば,そ

こから余剰素性 (redundantfeatures)を取除いた辞 桐 勺表現 (lexicalrepresentation)が完全

に極小化されているとは限らない｡というのは,ある場合には,基底表現を音声表現と違った

ものとする方が辞書:的表現において特定 (specify)しなければならない素性 (features)をより

少なくすることができるからである｡ そこで,このような言語においては,辞書項目 (lexical

item)あるいは形式素の基底的な音韻形式が, もっぱらその辞書的表現を簡素化することによ

って決定されると考えるのは極めて自然なことである｡本稿においても,まず,そのような観

点からラワ語の4:_JJR音説諭の一部を考察してみようと思う｡

ところで,辞書的表現において特定されていない余剰素性をどのようにして特定するかにつ

いて,生成音韻論の初期には,通常の青緑規則 (phonologicalrules)と基本的に変わらない余剰

規則 (redundancyrules)が考えられていた.ところが,-一般に音韻規則が未特定 (unspecified)

の素性をもった表郷 こ適用されることを許すと不都合が生じうることが指摘されて,余剰規則

杏,何らかの書変えを行なう昔領規則としてでなく,辞書項目の体系的昔素表郷 こおける素

性がとりうる値の条件として扱うことが提案された｡ そのような余剰規則あるいは余剰条件

(redundanc),conditions)は 一 般に次のような形式をとるものと考えておく｡

(2) AIA2･･･An⇒lilB2-Bn/Ⅹ-Y,n≧1

その意味は,ある素性行列 (featurematrix)が ⅩAIA2-AnY に特定されているならば,す

べての i'(1≦i≦n)について同時に, Aiが I3iにも特定されていなければならない,というこ

とを表わす｡そして,辞書的表現は次のようにして極小化されると考える｡すなわち,言語毎

に定まったある値 /について,行数が 1≦ノ≦/なるノの論理的に可能なすべての素性行列のう

ち,上のようなすべての条件に合ったものの集合を M(U)とすると,各辞書項目が M(U)の

ただ一つの元と弁別 的 に異ならず (nondistinct)それ以外のすべての元とは弁別的 に異なる
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(distinct),という限りにおいて,各辞書項目の表現が極小化されているものと考えるのであるO2'

2･2･"音素"mろ̀,nd,nj,Dg

まず, "音素"m/?,nd,nj,Dgで表わした音について検討してみようo 前章で述べたよう

に,これらの音価は, それが生ずる環境によって,(i)単なる有声閉鎖音,(ii)調音位置の等 し

い鼻音プラス有声閉鎖音,(iii)前鼻音化有声閉鎖音という三つの場合があった｡

(iii)の前鼻音化音 (prenasalized)の [mbHnd][njHgg]をどのような素性表現で表わすかにつ

いて意見の一致を見ないようであるから3'簡単のため,(iii)杏(ii)と特に区別せずにどちらも

[mb日ndH瑚 ｢閥]であると考えておこう.

また, これらの "音素"の直前の子首が鼻音であってもその間に開放連接 (openjuncture)

がある場合は(i)でなく(iii)であると述べた｡年成 育鶴論的にいえは,これは,たとえば ≠4匹

の馬〃B･JbalD港mbr叩,U･paun#mb"D,M.Paun♯mbyフDのように,基底形式におい

て鼻音とこれらの "音素"(の基底形式)との問に語境界 (wordboundary)井がある場合に,

これらの "音素"のTr目前が(i)と(iii)の両方がありうることを意味する｡ しかし, これも簡単

のため,語境界の麿後では先行音節 の翫尾に関係な(常に [ml)]｢ndH瑚 [0g]のみが生ずると

仮定しておこう｡

したがって,"首素"mb,nd,hj,0gの者価は,(i)鼻音の寓後では [bHdHj][g],(ii)語境
界 #または非鼻音の雨後では [mb][nd]匝j]lug]ということになる｡ただし,鼻音あるいは非

鼻音の寓後といってもその間に形式素境界 (formativeboundary)+ があってもよい.もう一

つ付加えるなら,(i)の環境すなわち語境界 ♯に隔てられることなく鼻音の直後にある場合は音

声形式として無声閉鎖晋が原則として生じない｡

さて,それではこれらの音声形式がどのような基底形式から導かれるか考えてみよう｡まず,

極 く少数の例しかないが, たとえば次のような交替がある.例.≠白い〃R PzID,U.2/zZ'azl7～l;

≠にんにくOB.Aαum mbi'D,U./zom mbz'a2-品(cf.≠玉ねぎpB.Aαum,U./zom).これらは

当然その基底形式が /hVm+pit)/,/hom+phia免/等であるとすべきものであって,次の音訳

規則 (3)が1T.てられる｡

･3, [+H .b:t]-[工芸e]/[+nas]+ -
2) N.Chomsky& M.Ilalle,TAGSoundPatternof Engh'∫A,1968,pp･380-389.なお,Chomsky&
HalleはStanleyによるこの提案を最終的には放棄し,これにかわって,有標･無標性の理論 (markedness/
unmarkednesstheory)を提案する.cf.opriz.pp･414-419.これについては別の考え方を持っているの

で稿を改めて論じたい｡
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また,≠4,000oU.Paunmbi'an(cf.≠1,00Ô'U･Phi'an)などは,基底形式 paun♯Phi'anが

特別の調整規則で Paun+2hi'anに変えられた後に規則 (3)が通用されると考えればよい｡

次に,上のように交替形から基底形式が明らかになるのではない場合について考えよう｡第

-の可能性は,上のような場合を除いて,mb,nd,hj,0gがすべて体系的音素 /b,d,j,g/

から導かれると考えることである｡その場合に必要な音韻規則は次の規則 である｡

e

h
k

轡
W
gl｡t
慧

h-g
b

+
+

L
α
.FP･γ
?

､ナ.Cr
)4′し /(L nas](+)ド

+obs
-cont
+voice
一glot
∵

.
l

α
β

γ
父U

なお,この場合, ≠子供'rB.Auan･ndαuP,U.M.huan･ndoPにおける ndVP[dV?]のよう

な "非自立形式"すなわちそれ自体として辞書項目にならない形式素で鼻音の直後だけに生ず

るものにおける mb,nd,hj,Dg の基底形式は /b,d,j,拷/であっても /p,t,C,k/また

は /ph,tll,Ch,kh/であってもよい｡

しかし,辞書的表現における素性の節約という点から見れば,次のように,音声形式そのま

まを基底形式と見なしたほうがよい｡

もし先ほどの仮説をとるならば,体系的音素 /b,d,j,g/からは,-一般的にはせいぜい次

の余剰条件によって卜 asp]を余剰 素 性として除きうるだけである0

(5) [+voice]⇒ ト asl)]/[恵]4'
このほかに,-/)の形式素の中で鼻音プラス無声閉鎖音または声PtHヒ有声音の連続が生ずるこ

とは原則としてないから5),次のような余剰条件を立てることができるが, これによって /t,,

d,j,g/から [+voice],L glot]を余剰素性として除きうるのは≠蝶'̂B.mb,uo･mbaD,U.

mboD･mbl"aDなどわずかの辞書項目においてしかない｡

(6)[‡gobzt]ラ[Ivg霊e]/[+nasl-

これに対 し,交替形によって決定される場合以外は音声形式そのままが基底形式であるとす

4) 厳密にいえば,[+ot,S,-cont]は不要である｡木棺のすべての規則についてあてはまることであるが,
規則は必ずしもその極小的な形式で与えてはいない｡

5) 例外的に ≠石弓''U･hoD･hDnのような形式がある｡例外の処理について様 な々方法があるが,ここ
では論じないことにする｡
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れば,/b,d,j,g/はすべて [+nas]の直後に生ずることになるから,余剰条件 (5)(6)によ

ってすべての /I),d,j,g/から [+voice],ト glot],ト asp]を余剰素性として取除 くことが

できる.その代 りに/mb,nd,hj,qg/における鼻音郡を特定 しなければならないが,それは,

上例の "蛙クのような場合を除いて,[+nas]だけで済む｡その他の素性,たとえば [ant],[cor]

等は閉鎖音のそれを特定 しておけば自動f榊こ決まるからである｡この場合に必要な余剰条件は

次のものである｡

(7) [+nas]ラ /

e

h
k

･V｡-｡
gl｡t
霊

恕

+

l
α
β

γ
8

t

h
k

霊

慧

･,49PB

十

一
α
β

γ
∂

ところで,素性の節約ということであれば, 第3の仮説として,[mbHnd]匝j目口g]の基

底形式として /mp,nt,nc,りk/あるいは /mph,nth,itch,りkh/を､rr.てても同じことであ

るorl'日嗣規則(6)を次のように改めればrr:.しい音声形式が得 られるし,

(8) [±?.blSlt]-[‡va諾ce]/[+nas](+上山 ,
また, もともと在 る余剰条件 (10)と共に,余剰条件 (6)を(9)に改めれば (/mp,nt,ac,症 /

の場合),やはり閉鎖音の部分の [voice1,[asp],[glot]は特定 しないで済むからである｡

(9) [Ⅰ?obAt]ラ[=vaSbce]/r-+nas]-

(10) ト voice]⇒トglot]

問題は, しか し,一つの言語について幾つもの全 く等価な文法があってよいかどうかという

ことではない. むしろ問題は,[mb][ndH可目口g]が基底形式においても鼻音プラス閉鎖音

だとすれば,このような文法が,ラワ語においてはこれらの音連続が単なる偶然的な連続なの

ではなく,何らかのまとまりを持ったものであるという事実を,必ず しも十分に説明していな

いという点にある｡ というのは, 構造言語学的な見方からすれば確かに mb,nd,nj,Dg,が

各々一つの "音素"でなければならないし,事実,私のインフォーマントは,たとえば やno

6)一般に生成音報論では,規則 A-B/Ⅹ一-Yは規則 A一十B/Ⅹ(+ト1+)Yに等しいものであると規約
する｡cf.Chomsky良Ihlle,a/+.lit.pp.364ff. しかし,本稿ではこの規約に従っていない｡その方が
議論が透明になるからである｡その意味で,それはこの規約の有効性に対する反証にもなっているとい
えないこともない0
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B.Pambam を故意にゆっくりと発音させると,あたかも Ha･mbαm であるかのように ｢?義:し

mbα:m]と発音 した｡ もし内在的な基底形式が /?ambαm/なり /?ampαm/なりであるとす

れば,故意にゆっくりとした発音ならば /?am心am/とか /?an再)αm/のように切るほうが

より自然であるに違いないのである｡

2.3.ボールワン方言の母音 a,∫

ボ-ルワン方言において,"音素"a,)を持つ韻母は次の通りである｡

α αPαh αh a0 - -- - -- α2αm

-一 rrNPLt･N//-I- ･=一一 --- 一一1- ㌔-- ----,r"i,r"/′/

3 - - 3h D0 - -- (}t)(プn)-- (3m)

このうち,フt,jn,フm は少数のタイ系倍用語にしか現われないから考慮の外に置くことにする｡

後舌円唇母音を表わす "音素"は α,)のほかに u,Oがあるが,そのこと自体は問題になら

ない｡四つの母音が舌の高さだけで区別されることはスイス ･ドイツ語の例が知られており,

それについて Kiparskyが提案したように素性 [mid]を認めればよいからである｡7'

この場合,素性 [highHlow]は他の分節を区別するためどっちみち必要なものであるから,

その上に [mid]を認めれば, 下の(A)のように五つの母音が区別されることになるが, ボー

ルワン方言の u,0,0,αは実際の音価から見て (B)であるとしておこう｡

tl U O 〇 α 〝 〝 ∂ α

mid + - L l .

low

-

(A) (B)

さて,上に掲げた17個の韻母から余剰的な素性を取り除 くことを考えてみよう｡

第-の可能性は,それぞれの基底形式を次のようなものとし,規則(ll)(12)を立てることで

ある｡

α a? αh ak 叫 - 一 一 - aP am

〇 〇? 〇h 〇k つり 〇C - - -一 〇p 〇m

(ll)¢-
i/V- palatal

堤/〇- glottal,

7) P.Kiparsky: "Linguisticuniversalsand linguisticchange,"p.186,in E.Bach eta】.(eds･)
Um'versaZsinLingul'∫ticThory.,1968,pp･170-202･
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(12) 3-- [-midH- 堤

しかし,辞書的表現の簡素化という点に関する限り,次のように仮定したほうがよい｡すな

わち,上の融母の基底形式を下のとおりであるとし,規則(13)を立てるのである｡

a α? αh ak 叩 - -

all --〇ih 一一- -- 〇ic --

αp αm

a世pagm

(13) 堤-- ¢/〇-- (velar)+

このようにすれば /a/と /〇/は全く対立しないから, これらU)体系的音素から [+mid1,

ト mid]をすべて取り除くことができる.その代りに半母音/i,堤/を特定しなければならない

が,/a,〇/と子音の 申 問の分節は/i/か /g/のいずれかでしかないからそれぞれ ト back],

[+round]だけ特定すれば済むO また, ,l'Cもこの基底表現を /〇ic/とすれば,/C/はせいぜい

閉鎖音であることだけを示 しておけばよい｡従って,この仮説のほうが前の仮説よりも辞書的

表現をより簡素化することは疑いがない｡

しかしながら, こ0)仮説で D,Oh,DOの基底形式が首声形式にはない半母音 [g]を待ってい

ると仮定したように,辞書的表現の簡素化のためにそれ以外の理由からは必ずしも必要とされ

ないような分節を基底形式に付け加えたり,素性の特定を行なったりすることが一般的に許さ

れるならば,次のような不都合が起こりうる｡たとえば,鶴母aの極小的表現を[+syl,+low,

+back,-round]とする代りに,その基底形式を /al/とするならば環境- 7+ に生ずる母

音が/a/に限られるし/I/は [+lateral]だけでよいから, これの極小的表現を 卜 sylH +

lateral]とすることが出来,より素性の節約になるOしかし, これはもはや "遊び'でしかな

い｡とすれば,上述の第2の仮説もまた "遊び'だと言わざるを得ない｡

そこで,そのような不都合さを伴うことなくしかも第2の仮説の線に沿って辞書的表現を簡

素化しようと思えば,これらの音韻の基底形式を,次のように,基本的に音声形式と変わらな

い形式とすればよい｡

a a? αh αk a0 -

- a世?α甘h- - -

oi - 〇ih一一 -I〇ic

叫)α111

α世pa堤m

問題の第司 ま,そujようないわば懇意的な基底形式oj決定を一般に許さないということをど
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a)ように定式化するかということであるOこの間題は次のように考えるとよい.又の表層構造

は,基本的には,形式素の直列に,構文論で規定されるような構文論的構造-それは通常いわ

ゆるラベル付き括弧で示されている-を与えたもojである｡したがって,同一の形式素がそこ

では常に同一の音韻表現で与えられていなければならない｡しかし,その限りにおいて,出来

るだけ晋声表現に近いほうが望ましいと考えるのは極めて自然なことであろう｡そうすれば,

次のような条件を文法に諜することもまた自然だといえるであろう｡

(14)そU)tk起する文脈に関係なく形式素oj体動裾 ■ぅL-素表現を書変えるだけ0)晋韻規Hりが

文法にあってはならない｡

これは,Kiparskyの"交替の条件"(alternationcondition)としてよく知られたものであるO

この条件によれば,確かに上述の第2の仮説を排除する｡規則(13)が又法に属する音韻規則

として認められないからである｡同時に,最初の仮説もまた排除されて,最後の仮説のみが許

されることになる｡

しかし,問題の第二は,実は,最後の仮説が本当に言語的慮観に合っているかという点なの

である｡ αuというある意味で極めて特殊な音連続がDと補完的な分布を示しているという事

実は,この二つが基底形式においては同じものであることを示 しているのではないだろうか｡

特に, また,フ2'Cの場合が問題であるので, これは次節でより詳しく検討することにしよう｡

また,前節における第二, 第三の仮説は交替の条件に合っているのに8),そこに指摘しておい

たように,やはり必ずしも直観に合っていない点があったのである｡

2.4.ボールワン方言の介音2',l'',u

ボールワン方言において, 介音 3',i',uと声FHj音(P,/i)以外の鋸壱とを持つ競母は次の通り
である｡

Vz'C:az'C,az'n;)2'C;oz'C,oz'n;uzc;ate,∂2'h
Vi'C:a;'A,ago;∂lh,∂lIJ

VuC.･auP,Gum;αuP,αum,･auP,Jum

これに関連 して,次の事実を述べておく｡介F'.A-tを含まない祖母 *vc,*Vhは全く存在せず,

また,*3k,*30,*∂2,*3m も存在 しない｡しかし,aA,aD,aP,am,α2,αm は存在する.

前節と同様に,まず,その存在が完全に予測できる分節を取り除 くことから始めるとすれば,

前節の規則(ll)を(15)に改めて,上に掲げた拙耳の基底形式を ドU)ように仮定することがで

8)規則(8)は環境と関係なく形式素の体系的音素表現を吉変えるが,同時に形式素の交替形をも説明す
るので交替の条件に合っているものと考える｡
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きる｡

aC,an;〇C;OC,On;uC;aC,∂n

a主k,a如 ;∂k,∂り

a堤r),a世In;〇P,〇m;ap,∂m

(15) 申-_i/V- palatal+王/a- velar
哩/((,:tHrl.a.?tiaa.')

こ0)規則はむろん正式には素性を用いて表わされていなければならないが,素性cjj値を変数で

表わせばさほど複雑なものとはならないはずである｡

ところが,やはり前節と同株に,群青的表現の極小化という点から見ると,基本的には音声形

式に等 しい次のような形式を基底形式として,半母音 /i,主,堤/を残 しておいた方が好ましい

結果が得られる｡ 環境 Ⅴ- C+ に珪じうる分節が /主,i,g/に限られているから, これら
はそれぞれ ト back],[+back,-round],[+round]だけ特定 しておけばよく,また,逆に,環

境i- +,i- +,堤- 十 に焦じうる分節が/?,h/を除けばそれぞれ /C,a/,/k,U/,/p,

m/に限られているから,これらは,/(､,k/[+obs,+high],/p/[+obs,+ant],錘 ,ロ,m/

[+nas]だけを特定 しておけばよいからである｡

a王C,a!n;〇iC;OIC,Oln;ulC;aiC,∂ln

aik,a!t];∂主k,alU

aせp,a堤m;a皆P,a堤m;∂堤p,a甘m

しかも,今度の場合は,前節の第2の仮説の場合と違って "交替の条件"にも原則的に合って

いる｡

しかしながら,今度の場合は,前節の最後に指摘 したような問題がより端的な形で現われて

いる｡少なくとも V2-C,VZ滋 における介音2'は,aZlC,az滋の場合は /aまk,a毎 agp,agm/が

あるからともかくとして,その他の場合は,どう考えても基底形式 /Vc,Vh/から自動的に導

入されたものと考えた方がはるかにL銅損こ合っている｡むろんこれは形式論理に属する事柄で

はないが,言語L'軸fT二親に属するものとして疑いU)ない事実なojである｡

ⅠH 自 律 音 素 論 の 導 入

3.1. 自律音素論

前章で指摘 した問題をまとめると次のようになる｡ はじめに,ラワ語のように形態音韻論的
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な交モ封こ乏しい言語に-)いて,文なり譜なりの基底的な表現すなわち体系的二戸■1潔表現C/)決定は,

もっぱら辞書項目の音乱記載事項すなわち辞書的表現を最も簡素なものにすることによってな

されると考えた｡ そうすると不都合が生じることがあるので,"交替の条件''を文法に課する

ことにした｡ところが,交替の条件に合った文法が,簡素化の原則に合っている場合でさえ,

必ずしも言語的甫観と合致するとは限らない,ということであった｡

これは,交替の条件に代わって,あるいは,それのほかに,何らかの条件を文法が満足しな

晋素論的な 告L用i又法"を,加茂音親論と対;I-.するもC))としてではなく,いわば文法が一般的

に満足すべき条件に闇通 して,生成[日嗣言論の中に含めることを捉案したいと思う｡

まず,本来の意味o_)文法と独立にTH洪文法 (phonologicalgrammar)なるもojを考える｡汀

制文法は,すべての可能な (admissible)語の (廿律的)音素表現 (phonemicrepresentation,

autonolnOuS)を,かつ,それのみを月:.成するような昔話胴長底部門 (phonologicalbasecompo-

nent)と,それらの音素表現をその音声表現に書変える昔芦規則 (phoneticrules)とから成り

立っている｡

昔競基底部門は, t;/.1･素目録 (phonemeinventory),譜0)基準形 (canonicalform),および晋

素配列の選択条件 (sclectionalconditions)から成り亙っているものと考える｡

音素目録にはそ0)言語の (｢用!ttl勺)洋素が素性表現で与えられているが,むろん,それらが

ばらばらに与･えられている必要はなく,出来る限り極小的な表現の図式 (schema)にまとめら

れているものと考えてよい｡また,音素目録に付属する余剰 条件なるものがあると考えた方が

よい場合があるかも知れないOただし,その場合,余 剰 条件を表わすのに必要な素性cJ)数が,

それによって音素目録の本体から取り除きうる素性の数より少なくなければ意味がない｡

語の基準形とは次のようなもU)である｡まず言如)首素表現から素性 [seg],[syl],[cons](お

よび境界素性)以外の素性をすべて取り除いた部分素性行列を一つの極小的な図式で表わした

も- 語O-用･格形(skeletalform)というof=とえば,/♯(cv(C))ご#/とい-た形式で表わさ

れる｡ 語の骨格形における各分節を言吾における音素の位置 (Position)という｡各々の位琵引こ

は,そこに示された素性 (たとえば ｢+cons])を持った音素がLT:.じうるが,そのすべてがtj:.じ

うるという訳ではない｡そこで,ある位闘 こどの音素が生じうるかということが前後の音素と

関係なく予測できる場合,それらの音素C))共通素性を骨格形におけるその位LTtrF葺の素性に加える

という作業をすべての付 帯 について行なった結果得られる図式,JL,さらに極小化したもcJ_)が,

語の基準形である｡たとえば,!♯(cv(卜nas]))ご♯/とい-た形式で表わされるO

ここで, 語の基準形が /♯XT♯/(n≧1)で表わされている町 Xを音韻的譜 (phonological
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word)の基準形と呼び, そuji両端=こは形式素境界+があるものと考える｡9)ただし,簡単のた

め,通常,港+ または +♯は単に ♯,++ は単に + であるかのように扱う｡

最後に,選択条件は,文法における余剰条件と同様の形式で与えられているものとする｡そ

うして,語の基準形における各分節を,それと弁別l抑こ異ならない任意の音素に置き換えるこ

とによって得られる素性行列のうちで,選択条件に合ったものが,その言語の譜の音素表現と

して可能な素性行列である.

もちろん,このような音韻文法は一つの言語について無数に考えることができる｡たとえば,

語の音素表現がその音声表現に大休等 しくなるように音韻文法を作ることもできる｡ しかし,

そのようにすれば首声規則がほとんどなしに済ませられる代りに,基底邦門が相当に複雑にな

ることが予想される｡ そして,そのような音韻文法はしばしば直観に合わないものとなるであ

ろう｡そこで,音韻文法の決定が,何らかの条件のもとで音韻基 底部門の複雑さを極小化する

ことによってなされると考えるのは極めて自然なことである｡ただし,それは基底部門の無条

件な簡素化を意味するものではなく,ll用i文法が満足すべき条件が幾つもあるに違いないoそ

れらは経験的に見出して行くしかないものと考える｡

さて,もしこのような拝領文法によって決定される語の音素表現が庖観に合うものであるな

ら,文法の音韻部門においても同じ表現 レベルがあるものと考えるのはこれまた自然なことで

ある｡そこで,次のような条件を文法が満足 しなければならないものと考える｡

(16)文法の中のいわゆる譜レベルの音韻論 (word-levelphonology)は,音韻文法にお

ける音声規則部門をそのままの形で含むものでなければならない｡

これはある意味で成層文法 (stratificati｡nalgrammar)の考え方を取入れたも'o)である｡IO)

この条件と1二川lJ'の交替 の条件を合わせて文法の音韻部門に課するなら, いわゆる循環規則

(cyclicrtlles)は別として, 譜レベルの音韻規則は, 音声 規則 と, 形式素の交替を説明する

- つまり,体系的音素表現すなわち形態音素表現 (morphophonemicrepresentation)から

音素表現を導く- 広義o)形態音臨規則 (morphophonologicalrules)とに分けられることに

なる｡

ついでながら,こ0)ような什榊 郁_LJi･素は,いわゆる "分斯学 的 昔素拓渚条件"を必ず しも要

9) これは,"文法"の中で(後段参照),体系的音素表現における形式素境舛十が音声規則の適用の前に音
裾的語の両雄に位置するように調整されうることを前提としている0
10) lJambの成層文法では,極く単純化していえば,文法をいくつかの層 (stratull-)に分けて,各 が々配

列の型 (tacticpattern)と実現の型 (realizationpattern)を持つと考えているが,生成文法における構又
基底部門 (syntacticbasecomponent)とここに提案した音韻基底部門が配列の型に,変換規則,音韻規
則等が実現の型に相当すると考えてよい｡筆者は,成層文法はそれを現実的に修正すれば生成変換文法
と本質的に興るものでないという考えを持っているが,これについては機会を改めて論じたい｡
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講するものではない.Chomskyは,構造言語学的な "音素"の決定には次の四つUj条件が要

請されていて,そのいずれをとっても,それを強い形で要請すると言語事実に合わないような

不都合が生じるという｡11)すなわち, 線型性 (】inearity),相互一意性 (biuniqueness),不変件

(invariance),および局所的決定性 (localdeterminacy)の4条件であるOしかるに,ここに捉

案したllj律的音素は,相対的な意味しか持たない局所的決定性の条件はともかくとして,他の

三つの条件は特に要請 しない｡

線型条件の違反といえば,英語のある方言における cal[kaet],can't[k&t],hand[h壷nd]を

それぞれ /ka!t/,/kzent/,/hzend/と音素化するという例がある｡これを /kzet,k壷t,h壷nd/

とすれば,音素目録や選択条件を複雑にするからである｡

相互一意性条件 の違反 といえば, よく知られたロシア語o)例 [diLt,1,i],[dad,bi],[2ecl,i],

[2eJvbi]を /dat,1,i/,/dat,bi/または /dad,bi/,/2eel,i/,,/2eebi/と音素化し, [dad,bi]の音

素形式を2種類認めるという例がある｡昔素/t,/,/d,/ほどの道認めなければならないから選

択条件を簡単にするためこうするのである｡

また,不変条件が各音素の非余剰的な素性がすべてその音声表現に常になければならないと

いうことであれば,上の二つの例においても不変条件は満たされていない｡

局所的決定性が,もし,音素の音声表現が近傍の音素との閑適において決定されるということ

なら,自律的音素は確かにこの条件を満足する｡しかし,この場合,近傍ということが明示的

に定義できる性質のものでないから,条件としてはこれは大して意味をなさない｡

さて,それでは,以上の仮説にもとづいて前章で考察したラワ語の問題を検討し直してみよ

う｡

3･2･"音素"mb,′id,nj,Dg

まず,"(分類学的)音素"mb,nd,hj.Dgの問題を検討し直すことから始めよう｡

これらの "洋素"a)削裾ま,簡甲にいえば,他U)鼻F17.'･cJjuiil後で ｢bHdHj]lgl,それ以外の環
境で [mbHnd日可日りg]であった｡ そこで, まず, lIJJ;･声 形式そのままを音素形式と見なすよ

りも,もしこれらの有声閉鎖音が無声閉鎖 音 の有声化によって導かれると考えられるなら,ど

のみち無声閉鎖音-/p,t,C,k;ph,th,ch,kh/があるのだから,それだけ~FrT･素 の節約になるO

それは, 上にあげた音oj洋素形式をそれぞれ 音素/ド,t,C,k/または /ph,th,.ch,kh/言 7;A

素連続 /mp,nt,hc,qk/または /mph,nth,hch,t]kh/とすることである｡

この場合,譜の基準働 ま大体 /♯((CV)(｢+nas])C(C)Ⅴ-(C))ご♯/U,ようになるoまた,音

声規則は2.2.節の規則 (8)と同じものである｡つまり,そこで形態音韻論的な交替と考えら

lll NIChomsky,Current/S∫ue∫inLl'ngui∫17'cTheory 1964,pp.75-95.

190



三谷 :ラワ語旨細論の研究

れていた有声無気化の過程がここでは音素の一般的な音声化に属するものと考えられているわ

けである. なお, この音韻文法は,tl石弓oU.hoz7･h3nのような例外的な形式を生成 しない

- 音素形式 /♯kog+k〇n♯/は [koりg〇n]に実現される- が,これは差支えないこととし

ておこう｡

ところが,このようにすれば選択条件が次のように相当複雑なものになる｡

+obs-cont-VOICe
(17) [+nasH+cons]S ilnt

COr

high
back｢-｣

(18) [+cons]⇒ ト nas]/[+nas]+- ｢+cons]

それに対して,mb,nd,hj,0gが,その音価と関係なくすべて音素/b,d,j,g/から導か

れるものとすれば,これらの選択条件は- になるo基- が /港((CV)C(C)Ⅴ-･((つ):#/0,
ようになるからである｡この場合に必要な音声規則は2.2.節の規則 (4)とだいたい同じもの

である｡

このようにすれば,選択条件 (17)(18)が不要になるかわりに, 音素/b,d,j,g/を新たに

音素 目録に加えなければならないが,実は,それによって増加する音素目録の複雑さは大した

ものではない｡もし/b,d,j,g/がなければ,音素目録は閉鎖 首だけに闇していえば,次のよ

うに与えられているはずである｡すなわち,

(19)

-syl
+cons
+obs
-coれt
αVOICe
βasp
α告lot

,where,ifa- +,thenP--

これに音素 /b,d,j,g/を加えるなら, (19)の [voice],[asp],[glot]を次のように改めなけ

ればならない｡

(20)
α VOICe
βasp
γglot

,where,ifα- +,thenβニー;and,ifα- -,thenγ- -

こうすることによって増加する素性の数は,仮に α- + 等を各々2素性に相当するもojと考

えても,全体で4素性分に過ぎない｡これは先ほどの選択条件に必要な素性の数より明らかに
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小さい｡

したがって,mb,nd,hj,Dgの音素形式をすべて /b,d,i.g/とすることが,音甑基底部
を全体として最も簡素化するものであることは疑いがない｡ そうして, それは2.2.節で指摘

した事実,すなわち mb,nd,hj,Dgが基底形式においては何らかの意味で一つOjまとまりを

持ったものであるに遵いないという直観的な事実を,それらが各々一つの音素であるというこ

とによって最も端的に説明している12)0

なお,このようにすれば規則(3)は形態音韻規則として残る｡ したがって,この首韻文法は

んo･hフnCJjような形式も生成する｡ より詳 しくいえば,もし鼻llL'lプ ラス無声閉鎖音の連続をも

った語が頁に例外的であるというなら,規則 (3)を首声規則として骨組文法の申に含めればよ

いが,単にそのような語が規則 (3)に対 して例外的であるというだけなら,これを形態音損規

則とみなせばよいのである｡

3.3. ボールワン方言の介音 i,i一,u

次に,2.4.節で考察 したボールワン方言の介音 2',盲,u に闇する問題を自律音素諭的に検討

し恵そう｡

2.4.節の初めに揚げた18個の韻母を見ている限り,介首すなわち半母 音 は完全に予測できそ

うである｡ しかし,そこに述べたように,親母 ab,aD,aP,am があるからai'A,ai'D,auA,Gum

における介音は完全に予測できるものではないし,2.4･節にはふれなかったが,a2'p,azh,aid,

au/i,2lh/.aiP 等の声FIEj音(p,A)を脚引こもつ託封射こおける介洋の存在を一般的に予測するこ
とはますます難 しい｡少なくともそのような場合の介苦の音素形式を半母音音素 /Y/卜 syl,

-(･ons]とすることは当然であろうo したが-て･語の基準形は大体 /♯(･･･Ⅴ(y)(C)):♯/の
ようになる｡

そこで,ひとまず,肯声形式におけるこれらuj半母FrH主][j]匝]がすべて半母frT巨音素 /i,i,

せ/Uj実現であると仮定 してみよう｡そuj場合,前後U)母音および丁常二の音素形式は "洋素"衣

記と同じものと考えてよい｡そうすれば,この音鵠又法の選択条件には次のようなものが含ま

れているはずである｡

･21, [+ seg]ラ [= E,iln s ] , iご Iatal + ll3'

12) もっとも,b-mb等といった音韻過程は必らずLも直観に合わない｡しかし,これは理論が誤ってい

るからなのではなく,もともと前鼻音化音の｢mb]等の素性表現がよく分からないためにそのような分節
がないものと仮定したからである｡仮に[mbl等が McCaⅥleyの提案のように (Chomsky良llalle,l''C.
C7'l･日+obs,+nas】であるとすれば,mb等の音素形式をすべて /mb/等とすることができ,そうすれば
mb-mbのような過程は全く不自然ではない｡

13) 厳密にいえばこれは誤っている｡ト ･∂十/を排除しないからである｡ ここでは後で述べる音声規則と
の関係を見安くするためにこのようにしておいた｡
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rlal b.aucnkd][a'hbiagchk]i14 )

[+ round][霊 .nrt],

選択条件 (21)は音素/C,a/が音韻的語の最後の位笛にあるときはその 直前に必ず半母音音

莱(実際には回)がなければならず,また, 音素 /a/の再後の分節が必ず 半母音音素でなけ

ればならないことを表わす｡ また,選択条件 (22)は /VYC/(Cキ?,h)における/YC/が

/ic,ih,主k,妄り,gp,gm/の6通りしかないことを表わす｡

ところが,選択条件 (22)は実は不十分である｡半母音音素とその南前に立つ母音音素との間

にも制約関係があるからであるO この制 約関係を条件に加えるとなると,選択条件が相当に複

雑なものとなることが予想できる｡

この選択条件を簡単にする--つ0)方法は,それをいっさい音声規則に還元することである｡

その意味は,たとえば,/∂主k/以外にも /eiik/,/亘k/などの音素形式を認めて,それらがすべ

て [aik]として実現されるように音声規則を定めるということである｡ しかし, たとえば,

/igp/,/i阜k/といった音素形式がどのような音声形式として実現されると考えるべきか合理的

な根拠を求めることは難しい｡仮にどの決定が音声規則を全体として最も簡単なものにするか

によって決定されるとすれば,個々の音声規則が直観に合った言語事実を表現するとは限らな

い｡たとえば,/Vc,V負I/に最も近い音声形式は [Vic][Ⅴ匝]ではなく [VkHⅤり]であるが,

/Vc,Vh/の音声的実現が [VkHⅤり]であるとは考え難いO

そもそも選択条件なるものの存在を仮定したのは,それを音声規則に還元 しようとしても,

上述のように,そのような音声規則の定 鋸こ独立した合理的な根拠を求めえない場合があるか

らであったOそこで,一般に次のような条件を音韻文法に諜することは極めて当然といえるで

あろう｡

(23)その出力表現のすべてが再び音素表現であるような音声規則が音韻文法の中にあっ

てはならない｡

この条件によれば,上のように /elk/,/Elk/を /aik/に,また,/Vc,Vh/杏 /Vk,Vu/に

書き変える音声規則を認めるわけには行かない｡

そこで,/VYC/(Cキ?,h)に関する選択条件を簡単にするためには,音声形式におけるす

べての半母音 [土日i]拍]の音素形式が /i,メ,g/であると考えることをやめて,次のように

するとよい｡

14) /?,h/は ローlowlの子音 ([+cons])であると仮定している｡
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まず, 韻母 *vc,*Vn～,*∂A,*30,*32,*3m がないという事実に注目して, V2',,Vl滋,ai'A,

ai'0,Cup,aum の音素形式がそれぞれ /Vc,Vh,ak,叩,aP,am/であると考えて,2･4･節 の

規則(15)を音声規則として立てる｡むろん,規則(15)の中で /〇/について言及した部分はこの

際関係がない｡

ここまでは,選択条件 (21)(22)を音声規則に改めただけであるから,実質的な違いはない｡

しかし,このようにすれば,αuP,αum の聞題は次節で考察するから今はこの韻母がないもの

とすれば,/YC/(Cキ?,h)の檀前に生じる昔素が/a/だけということになって,/VYC/
(Cキ?,h)に関する選択条件は先ほどの(22)を次のように改めるだけでよいことになる｡

'lalzltfnkd][a+P,iagchk]＼
＼Llノ L事JJ⊥｣L~cons｣トlow｣イ "h round][霊]
この仮説にしたがえば,2.4.節のはじめに掲げた祖母 (αu2,αum を除く)の音素形式は次

のようになる｡これは確かに甫観によく合っている｡

∴ 二∴ ‥ ∴ ∴ ~

夷k,alg; ak,叩

a世p, a甘m;ap,∂m

韻母 az'C,a2'狛 こ関する限り,/ac,ah/と /a主e,aid/の二つの音素形式が認められる (棉

互一意性条件の違反)｡ これは,音声規則(15)が音素形式を別の音素形式に苔変えるだけの規

則ではなく,したがって,音韻文法の条件 (23)に違反 していないから,一向に差支えないこと

である｡ ただし, 辞書的表現の簡素化という点から見れば,2.4.節で考察 したように, ail,

az滋 の体系的音素表現 すなわち形態音素表現が /ac,aft/であるよりも/aic,a煎/である方

がより辞書的表現を簡単なものにするから,文法における音素レベルの表現には /ac,a可 を

もった形式は事実上珪 じないことになる｡

3.3. ボールワン方言の母音ク,α
最後に, 先ほどの αu2,αum に関連 して,2.3.節で考察したボールワン方言の母音 Oとα

の問題を検討 し直そう｡

まず,Dと αuが粕尾に関して補完的な分布を示 していることに注目して, これらの音素形

式をともに/ag/としてみよう｡ そうすると敵母 3,DA,ooの音素形式は /叫 ,叫k,apt)/に

なる｡ さらに,報母 *αZ',*α2'A,*αZ◆√がないことに注目して,33',}Z●A,.3icの音素形式をそれぞ
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れ /ai,aih,αic/とすれば, 例外的な借用語の場合を除いて,音素 /〇/は不要になる. 必要

な音声規則 は次の通 りである｡

(25) a- [+mid]仁 (i (velar)+ )

(26) 堤- ¢/〇m

ところが,このようにすれば選択条件が少 し複雑になる｡たとえば /VYC/(Cキ?,h)に関

する選択条件は,前節の(24)の右辺を次のように改めなければならない｡15)

, where,irβ- +,thenγ--α

これは /VYC/(Cキ?,h)が /aic,ai白,aik,a毎 agp,agm;α主o,(a桓),叫k,α朋 ,叫P,

叫m/の12通 りがあることを表わ している.

こUj選択条件を再び簡素化 しようと思えば, }A,20 の音素形式を /agk,a耶/とす る代 り

に /ajk,a主o/として,音声規則を次のように改めればよい｡

(28) α一十[+midH-

(29)(去)-@/3-

こうすれば,/VYC/(Cキ?,h)に関する選択条件は(22)の右辺を 次のように改めたものに
なるO

IlaiEiaucnkd][a+hbiagchk]了
(30) [岩,oaTk]ノ

[+ round][1慧]

この方法が,母音 ク,αに関 して音韻基底部を最 も簡単なものにすることはまず間違いがない｡

しか しながら, これはどう考えても言語的直観に合わない｡ といっても,それは,音韻文法

とい う考え方が誤 っているか らではな くて,このような音禍文法を許さないような一般的な条

件が何かあるか らに違いない｡

15) /〇/がないから素性 [midlが不要になる｡したがって /a,α/は r+low,+I)acklだけで特徴づけら
れている｡
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一般にある音素をある条件のもとで消去するような音声規則を全く禁止するというわけには

行かないであろう｡しかし,何らの制限も加えずに音素の消去を認めるなら,上の場合のよう

に,選択条件の簡素化のために,ある昔素を全く懇意的にある音素形式に持たせることができ

るという不都合が牲じうる｡それでは,どのような制限を加えるべきかといえば,常識的に考

えて,消去される音素が他の音素の音価に何 らかの痕跡をとどめていなければならないという

ことであろう｡

B',Y′がそれぞれ P,Ⅹ,B,Y と弁別的に異ならないとするoX,Y,X′,Y′は空であって

もよい｡ さて,規則(i)において BとPが一つ以上の素性を共有しているとき,規則(ii)荏"痕

跡をとどめた消去''の規則と呼ぶ｡そこで,次のような条件を音韻文法に課してみよう｡すな

わち,痕跡をとどめた消去の規則以外にある分節を消去する規とlりが音声規則として音韻文法o)

中にあってはならない,という条件である｡

この条件によれば, 上述のように,粗相,(C)の音素形式を /叫(C)/または /ail(C)/とす
ることは許されなくなる｡規則 (26)(29)が痕跡をとどめた消去の規則でないからである｡

そうすると,残る可能性は,音声形式と基本的に等しい形式を音素形式として αuCの音素

形式を /叫C/,フ(C)のそれを /〇(C)/とするか,αu,3ともに音素/〇/とするかのいずれか

であるが,前者では選択条件が明らかに複雑になるのに- 後者では /VYC/(Cキ?,h)に閑
する選択条件は前節の(24)のままでよい- 音素/〇/を必要とする点ではいずれも同じであ

るから,後者の仮説が正しいことは言うまでもない｡これは2.3.節の最初の仮説と実質的に同

じものである｡そうして,それは薦観にも確かに合っている｡

3.4.おわりに

以上で,文法から独IT.した自律的な音韻文法によって規定されるような音素表現ojレベルを,

逆に文法の申 でも有意味な表現レベルとしてそれを認めることが,少なくとも本稿に取り上げ

た問題に関する限り正しいということが明らかになった｡また,ここには取り上げなかったラ

ワ語音韻論の他の問題についても,それが11:.しいらしいことはほぼ見当がついている｡そこで,

今後の課題としては,この仮説が他の言語,とりわけ,形態音韻論的な交替を豊富に持つ言語

についても有効に適用できるかどうかを検証することもさることながら,これが適時的な視野

においても有意味な仮説であるかどうかを具体的に検討しなければならないであろう｡
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